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序文

本書は2010年度に行った矢田部遺跡B地点における発掘調査の成果をまとめたものであ

るO 本遺跡の周辺を概観すると、北の田辺地域では古墳群の存在が想定され、東西では弥生

時代末から古代にかけての集落が検出されている。また、調査地の北を東西に走る長居公園

通は古代の幹線道路「磯歯津路」に比定される。こうした歴史的環境のなか、本地域において

考古学的な発掘調査に求められる期待は大きい。

今回の調査では、中世以降連綿と続いた耕作のあとを確認することができた。また、耕作

には不可欠な水を供給した河川や溝を検出し、自然と人間活動の係わりの一端を把握するこ

とができた。さらには、遊離資料ではあるが、埴輪も出土している。今後、周辺地域での発

掘調査を重ねることによって、この地域の歴史をさらに表情豊かに描くことができょう O

最後に、発掘調査ならびに報告書刊行に当ってご尽力を賜った大阪市都市整備局をはじめ

とする関係各機関、ならびに地域住民の皆様に心より感謝の意を表したい。

2012年3月

財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所

所 長 長 山雅 一





仔1 仁ヨ

一、本書は財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所が2010年度に実施した矢田部遺跡、B地点発掘調査(YB10-1 

次)の報告書である。

一、発掘調査と造物整理、報告書作成の費用は、大阪市都市整備局の負担による。

一、発掘調査は財団法人大阪市博物館協会大阪丈化財研究所次長兼調査課長南秀雄の指揮のもと、主として同研究所

学芸員市川倉IJが行った。本書の執筆・編集は南および同研究所難波宮事務所長高橋工の指揮のもと、主として市

川が行ったが、埴輪についての記述は同研究所非常勤l嘱託調査員白川靖祐が分担した。

一、本書の用字 ・用語や体裁なとの調整は、高橋のほか、同研究所総括研究員越哲済・同事業企画課長代理清水平[J明

同東淀川調査事務所長佐藤隆からなる校正委員が行った。

一、基準点測量は、アジア航測株式会社に委託した。

一、遺構写真は市川が撮影し、造物写真の撮影は楠華堂内田真紀子氏に委託した。

一、発掘調査で得られた造物・国間・写真などの資料はすべて大阪文化財研究所が保管している。



凡例

l 本書で用いた層序学 I佐和学などの用語の中で、遺跡の地層に係る特殊な用語については[文化庁文化財部記念物

課編2010Jに準じる。

2 本書における遺構名の表記には、講はSD、井戸はSE、土城はSIく、畦l呼はSR、自然、河川はNR、その他のものは

SXを冠している。遺構番号は逃構の種別に関係のない通し番号としている。

3 出土遺物には通し番号を付している。

4 水準値はTP値(東京湾平均海面値)を用い、本文中ではiTP+OmJと省略した。また、座標値は「測地成果2000J

に基づく 。図中の方位は図 lが真北を基準に、それ以外は座標北を基準にしている。

5 本書で用いた地層の土色は標準土色11自[小山正忠 -竹原秀雄1970Jに拠った。

6 本書で用いた土器編年と綜稜名については、埴輪については[)11西宏幸1978Jに、平安時代の遺物については[佐藤

Iを1992Jに、瓦器については[森島康雄1992Jに、 瓦質土器については[佐藤1996Jに、肥前磁器については[九州近

世陶磁学会2000J拠った。本文中では煩雑を避けるため、これらの引用文献をその都度提示することを割愛した。

7 引用文献は巻末に示した。引用文献は本文中に[筆者または編集発行者 発行年]のかたちで表示するので巻末で検

索されたい。また、本文中で引用文献を表記する際、大阪文化財研究所→大文研、 大阪市文化財協会→大文協、大

阪市教育委員会→大市教と省略した。
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第 I章 発掘調査から報告書刊行に至る経緯と経過

象として行った。 口 沖積地埋立地 口 段丘(扇状地吉む)口丘陵 闇 山地

掘削の方法は、近 ・現代の表土・作土および徳川期 図l 矢田部遺跡B地点の位置

の作土については重機を用いて行い、中世の作土層以

下の地層については人力に拠った。

重機による掘削にはパックホーを使用し、

1)発掘調査に至る経緯

大阪市東住吉区所在の矢田部遺跡B地点は、大阪市の

南部、長居公園の南に位置している(図1)0

このたび当地における埋蔵文化財の確認を行うこと

となり、試掘調査(YT09-1次)が実施された。そこで

の知見、および周辺での調査状況に基づいて大阪市教

育委員会が発掘調査が必要であるとの見解を示し、本

格的な発掘調査(YB10-1次)を実施した。発掘調査の

実施および報告書の作成は、大阪市の委託を受け財団

法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所が行った。

2 )発掘調査の方法

試掘調査および発掘調査は、図2に示した範囲を対

第 1 ~ 3 層(第E章第 l 節参照) を対象とし

て行った。その掘削深度は地表面から約O.8m

である。掘削に際しては、壁面が崩落しな 配

いよう十分な傾斜を確保しつつ法面を整形

した。

人力による掘削に際しては、地層の掘下

げ作業では遺物の出土に注意しつつ大ス

コップなどを使用した。遺構の検出が予想

される面に至ったのちは、園芸用両刃鎌な

どを使用して検出面を精査し、遺構 ・遺物

の検出に努めた。検出した遺構は移植ゴテ

却

長居公園通

加

ロ

X-:品位QQ

8 

調査区

図
国

ロ
X-154;230 

川

などを使用して注意深く掘削し、遺構ごと 図2 調査区と基準点の配置

に遺物を取り上げた。 (七図の位置は区14参照、網掛けはYT09-1次での試掘位置)

1
i
 



第I章 発掘調査から報告書FIJ行に至る経緯と経過

発見された遺構 ・遺物および堆積層の断面については、写真撮影や平面 ・断面実測図の作成を適宜

行い、記録した。実測図は、平面図では50分の lないし20分の l、断面図は20分の lの縮尺で作成した。

図根点は世界測地系に則った基準点を専門業者によるGPSil!り量によって設置し、測量用の基準点は

現場の状況に即して適宜に打設した。現場で、の遺構の写真撮影は担当調査員が行った。

3 )発掘調査の経過

今回の調査面積は360ばである。2010(平成22)年7月1日から機材搬入などの準備工事を開始した。

7月5日から重機による掘削を行い、 7月9日以降は第4層以下を対象として人力による掘削を行い、

遺構検出 ・写真撮影 ・作図などを適宜行った。途中、 7月14日には基準点測量を実施した。

これらの作業を終え、 8月19日からは重機によ る埋戻しを行い、場内の復旧を行った。以上の工程

を経て、8月23日には現地における作業をすべて終了した。

4)報告書作成の経過

報告書の作成は2011(平成23)年5月から開始した。現地で記録した図面 ・写真の整理を行うととも

に、現場終了後から順次実施していた遺物の洗浄 ・復元に加え、実測を行った。遺物の撮影は専門の

カメラマンに委託して行った。これらをもとにパーソナルコンビュータを使用して作図・編集を行っ

た。こうした作業と並行して原稿を執筆し、レイアウト完成済みのデジタルデータおよびフィルムを

印刷業者に入稿して本書を完成させた。

写真 l 重機による掘削 写真2 調査のようす

q
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第E章 遺跡の地理的環境と周辺地域の歴史

第 1節地理的環境

南の丘陵群から大阪の市街地へと延びる上町台地は、北を旧淀川である大川で限られ、南は新大和

川によって分断されている。当遺跡は、大局的にみればこの上町台地東側の緩斜面に位置する(図3)。

ただし、台地上には複数の開析谷が認められ、やや微視的にみた場合、当遺跡は開析谷の肩部分に立

地している。また、遺跡の東側には狭山池から北流した西除川の旧河道があり、南北方向に自然堤防

を形成している。この自然堤防は一部で西側へ分岐しており、西除川の分流が存在したことを想定で

きる。

こうした土地条件は遺跡の形成とも深い関係をもち、次節で述べる田辺古墳群や田辺東之町遺跡・

矢田2丁目所在遺跡は、調査地東側の微高地に展開する遺跡群である。

GN 

。

口 !弘TZJEll日間j図 平姐化地 図 緩扇伏地. 1日河道 己砂t!t砂川 1 1m糊1~段丘中位田沖積段丘口坦土地
図 天ヂtJlI沿いの{故高地 図 脚 巳 扇状地 国 後背低地図自然堤防 冨 洪積段丘低{立|繍 凹地 I浅酌長わしい、

図3 大阪市の地形分類図(土地条件図[建設省国土地理|院淀1983Jに一音部目加筆)

ー3-



第2節 周辺地域の歴史と既往の調査成果

本節では、今回の調査地の周辺で行われた既往の発掘調査成果を概観する (図4.表1)0

まず調査地の北側には、田辺東之町遺跡や酒君塚古墳が所在する。この2遺跡のほか、より北方の

田辺4丁目所在遺跡や桑津遺跡も含めた田辺地域には、「塚」を冠する字名や文献史料から、かつて古

墳群が存在したと考えられている[堀田啓一1979J。こうした古墳群の存在を示す発掘調査成果として、

酒君塚古墳では川西編年E期の埴輪を伴う墳丘盛土が確認されているほか[大市教 ・大文協2003bJ、

桑津遺跡から田辺東之町遺跡にかけては、遊離資料ではあるが各調査において埴輪が出土している。

現状の発掘調査成果から、この地に古墳群が存在した蓋然性は極めて高いといえよう。こうした古墳

に関する知見のほか、酒君塚古墳の下層では弥生時代末~古墳時代前期の古土壌が確認されており、

またTH85-4次調査では古墳時代の竪穴建物を検出するなど、弥生時代終末期から古墳時代にかけ

て、当該地域の開発が進んだことが推測できる。また古代では、 TH86-1次.86-5次の両調査に

おいて奈良時代の井戸 ・溝を検出しているほか、 TH89-3次調査で土師器斐を蔵骨器とする平安時

代の火葬墓を検出している[大文協1998J。中世では、難波大道跡において現在の敷地とは異なる正南

北方向の溝を検出している[大市教 ・大文協2003aJ0 溝は幅1. 8~2.0mで、 14~15世紀に機能した遺

構である。四天王寺周辺では古代の条坊が中世まで踏襲されていることとも相まって[高橋工2010・

市川創2011J、重要な成果であるO なお古代の幹線道路については、南北に走る難波大道のほか、住

吉大社を西限として現在の長居公園通を東行する「磯歯津路」が想定されているが[新修大阪市史編纂

委員会1988J、いまだ考古学的な知見は得られていない。

調査の西側に所在する矢田部遺跡では、弥生時代末の溝のほか、平安時代の掘立柱建物を検出した。

そのほか、遺構には伴っていないが、初期須恵器が出土している[大文協1987J。

表 l 周辺の主要調査一覧表

遺跡名 次数
調査面積

文献 調査成果の概要
(rri) 

TH85-4 72 
大市教・大文協

古墳時代 竪穴建物を検出したほか、埴輪(V期)出土
1987 

TH86-1 50 
大市教 ・大文協

奈良時代井戸を検出
1988a 

田辺東之町遺跡
TH86-5 46 

大市教大文協
奈良時代溝を検出

1988b 
縄文時代石鍛出土

TH89-3 255 大文協1998 古墳時代布留式土器、埴輪(II期)出土
平安時代火葬墓を検出

難波大道跡 ND01-6 24 
大市教・大文協

中世後期 正南北の溝を検出
2003a 

i酉君塚古墳 SA01-2 50 
大市教 ・大文協 弥生時代末~古墳時代前期 古土撲を検出

2003b 古墳時代 E期の埴輸を{半う墳丘盛土を確認、

YT97-1 45 大文協1999
古墳時代竪穴建物土域講を検出

飛鳥時代土境-溝を検出
矢田2丁目所在遺跡、

大市教・大文協 古墳時代井戸 ・土城を検出
YT98-1 45 

2000 飛鳥時代土域 .i梓を検出

矢田部遺跡 MN86-41 177 大文協1987
弥生時代末講を検出I

平安時代掘立柱建物を検出

-4-
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図4 周辺の遺跡と調査地

(遺跡範囲は大阪府地図情報システム上の「埋蔵文化財J(平成23年12月現在)を利用)

内生.:..l 一げん 時

1 : 25.000 
〆J町片ち弓s:F戸R一 〔仁:ゴ説f

図5 明川1治台削H時寺代における調査地周辺

(明治19~20年制1)量の 1 20000仮製地形図より )
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第E章 追跡、の地理的環境と周辺地域の歴史

東側に位置する矢田 2丁目所在遺跡では、古墳時代中期後半では竪穴建物・井戸 ・土壌 -溝など、

飛鳥時代では土墳 ・溝を検出している[大丈協1999、大市教・ 大文協2000J。

なお、17世紀以前において、当地周辺の水系は狭山池からの導水に大きく依存するものであった。

しかしこの状況は、 1704(宝永元)年に行われた大和川の付替えによって、今回の調査地の東方を北流

していた西除川が新大和川によって流路を遮断されたことにより一変した。これに伴い、 18世紀以降

は当地域で溜池・井戸の果たす役割が増大したという [平九社地方資料センター1986J。そうした18世

紀~近代における当地一帯の景観は、図5に示した明治時代の地図によって窺い知ることができる。

6 



第E章調査の結果

第 l節層序

現地表下480cmまでの地層を確認し、第 1 ~ 7 層に区分した。 以下に各地層の特徴を記述する(図 6 ・

7、図版1)0

第l層 .現代の整地層で、ガラス・コンクリートなどを含む。層厚は約60cmで、あるO

第2層 調査区全体に分布する作土層で、暗褐色(lOYR3/4)の砂質シルトからなる O 層厚は最大

15cmで、あるO 本層の上面で溝ないし溜池SX201を検出した。重機によって掘削したため詳細な時期

は不明であるが、本層の時期は幕末~明治時代であろう O

第3層.徳川期の作土層で、第3a.b層に 2分することができた。第3a.b層とも、NR301.SX201によっ

て削剥される部分を除き調査区全体に分布した。このうち上位の第3a層は、褐色(10YR4/6)の細牒

質中粒砂質シルトからなり 、層厚は10cmで、ある。上面でNR301を検出した。下位の第3b層は、明褐

色(7.5YR5/6)の中粒砂質シルトからなり、上部にはマンガンの結核が観察できた。層厚は20cmで、ある O

第3層からは土師器・瓦器 ・瓦のほか、 18世紀の肥前磁器が出土している。

第4層 .第5層を耕起した中世の作土層であり、第4a.b層に 2分することができた。上位の遺構

に削剥される部分を除き、調査区全体に分布した。このうち上位の第4a層は黄褐色(lOYR5/6)を呈

するシルト質細粒砂からなり、 層厚は最大で8cmで、あった。上面でNR401を検出したほか、 NR401

から氾濫した堆積物を切り込む溝状遺構 SD402~404がある 。 下位の第4b層はにぶい褐色 (7.5YR5 / 3)

の細粒砂質シjレトからなり 、層厚は最大で'28cmで、あった。第4層からは土師器 ・須恵器・瓦器・瓦質

第 1層

第2層

第3a層

第3b層

図6 地層と遺構の関係図

S0402-404 

土器 ・備前焼・中国産青磁 ・瓦が出土した。

第5層.中世前期の氾濫堆積層で、上位の遺構に削

剥される部分を除き調査区全体に分布した。調査区の

中央部で薄く、東西端ほど厚く堆積してお り、層厚は

最大で'48cmで、あった。調査区の西半ではオリーブ褐

色(2.5Y4/3)の中粒~粗粒砂からなり 、南北方向の古

流向を示すトラフ型斜交ラミナが観察できるととも

に、全体として正級化していた。調査区東半では褐色

(7.5YR4/6)の極細粒~粗粒砂からなる。東→西の古

流向を示すフォアセットラミナおよび南北方向の古

流向を示すトラフ型斜交ラミナが観察できた。また本

層の下面では、偶蹄類による踏込みが認められた(写

7 
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第 1節 層序

真3)。本層からは土師器 ・須恵器 ・瓦器が出土している。

第6層 ・古代~中世前期の作土層で、第6a~6c層に 3 分でき、上位の遺構に削剥される部分を除

き調査区全体に分布した。このうち最上位の第6a層は、褐色(lOYR4/6)のシルト~極細粒砂からなり、

層厚は4cmで、ある。上面ではSR601~605を検出 したほか、本層に帰属すると考えられる遺構として

SE606がある。本層からは土師器 ・須恵器 ・瓦器が出土した。第6b層は灰黄褐色(lOYR4/2)の細粒

砂質シルトからなり、酸化鉄の斑紋が認められた。層厚は24cmで、土師器 ・須恵器 ・円筒埴輪が出土

している。第6c層は黄褐色(2.5Y5/3)のシルト質細粒砂からなり、下部には第7層の偽礁が含まれて

いた。層厚は最大で9cmで、あり、下面には動物の踏込みによると思われる擾乱が認められた(写真4)0 

本層の上面ではSR6c01・02を検出した。第6c層からは土師器 ・須恵器が出土し、このうち須恵器に

は7世紀に属する資料が含まれた。

第7層 段正構成層であり、層厚は272cm以上ある O 第7a~7k層に細分でき 、このう ち第7b層以

下は深掘りトレンチで確認した。第7b~7d層では裂痕が観察できたほか、第7k層には植物遺体が含

まれた。第7g層では地層が変形しており、大型動物などの踏込みによる可能性を考えたが、確定でき

なかった。第7層上面では、 SK701.702・704、S0703を検出した。

写真3 第5層下面の偶蹄類踏込み

(レンスキャップの直径は6.7cm)

-9-

写真4 第6c層下面の踏込み



第2節遺構と遺物

1)古代以前の遺構と遺物

第7層の上面でSK701・702・704.S0703を、第6c層の上面でSR6c01・6c02を検出した(図8・

図版2)。

SK701 調査区の中央部で検出した土墳である。遺構の規模は南北 ・東西とも0.6m以上あり、南

半は後述する S0301によって破壊されていた。検出面からの深さはO.lmで、細粒砂の偽礁を含むシ

ルト質細粒砂で埋まる(図9)。当遺構からは土師器・須恵器が出土した。

SK702 調査区の中央部で検出した土墳である。直径0.5mの円形を呈し、検出面からの深さは0.3m

であった。埋土は第6層由来の偽離を含む加工時形成層が下部にあり、その上位には第7・6層の偽

礁を含む細粒砂質シル卜がある(図9)。加工時形成層に第6層由来の偽礁を含むことから、本来は第

6層から掘り込まれた遺構である。当遺構から遺物は出土しなかった。

SK704 調査区の西部で検出した土墳である。東西に長い楕円形を呈し、長径は1.8m、短径は1.1m

である。検出面からの深さは0.2mで、埋土は第6c層由来の偽礁を含むシルト質粘土である(図9)。 当

遺構からは須恵器が出土している。

S0703 調査区の中央部で検出した溝状の遺構である。南北に長く、長さ4.7m、rTliiO.6mで、検出

面からの深さはO.lmで、あった。埋土は下部がシルト質制粒砂、 上部が粗粒砂である(岡9)。 当遺構か

らは土師器 ・須恵器のほか、サヌカイ ト製の石鍛1が出土した(図11)0 1は細長い凹基無茎式石鍛で、

逆刺が比較的鋭いB-1類に分類できる[菅栄太郎1995J。寸法は長さ1.86cm、幅1.46cm、厚さ0.35cm

で、 重さは0.6gを測る。先端部には遺構に埋没する以前の欠損が観察できる。形態的特徴から、縄文

時代早~後期に属する資料である。

SR6c01・6c02 調査区の西部で検出した水田畦畔である。南北に延びる SR6c01に、東西方向の

SR6c02が接続する。SR6c02の西部は第6b層に削剥されて失われており、水田のプランを明らかにす

ることはできなかった。SR6c01は下幅0.9m、残存高O.lmで、 第6c層を削り出して形成されていた(図

10)。

以上の遺構は、明確に時期を決定できる要素に乏しいが、 第7層上面の遺構から須恵器が出土して

いること、第6b層から 7世紀の須恵器が出土していること、および、第6a層から瓦器が出土しているこ

とから、古墳時代中期~古代に位置づけられよう。

2 )中世の遺構と遺物

第6a層の上面で、 SR601 ~605を、第 4 層の上面で NR401 . S0402~404を検出した。 また SE606は

NR401の基底面で検出したが、第6層に伴うと考えられる遺構である(図12、図版3・4)。

SR601・602 調査区の西部で検出した畦畔であり、南北に延びる SR601に、東西方向のSR602が

接続する。第6a層を盛り上げて造成されており、水成層である第5層に覆われていた。SR601は長さ

ー 10-
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(，IU粒砂の偽障壁を含む) l 賞灰色(25Y4/l)綱粒砂質シルト (第 7.6層の偽燦を含む)

2 オリーブ灰色(25GY5/l)細粒砂質ンル ト(第6府の偽磯)
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l 黄褐色(lOYR5/6)ttli生砂
2 褐灰色(lOYR5/l)シル 卜質調JI粒砂 。 50cm 

1 20 

図9 第7層上回の遺構断面図
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図10 SR6c01. 604断面図および写真

3.6m以上、下端の最大IIJliiO.7m、高さO.lmで、 SR602は長さ2.0m以上、

最大IllliiO.6m、高さ0.2mの規模で、ある。

SR603~605 調査区の東部で検出した畦畔であり、南北に延びる

SR603・604に、東西方向のSR605が接続する。SR601・602と同様、

第6a層を盛り上げて造成され、第5層に覆われていた(図10)。 このう

ちSR603は長さ7.8m以上、 下端の最大Iplii1.2m、高さ0.2mで、西半は後

述する NR401によ って破壊されていた。SR604は長さ7.7m以上、最大幅O.7m、高さO.lmで、あった。

A~Â 
図11 S0703出土遺物実測図

SR605は長さ4 .7m、 最大IIJlïí 1. 0m、 高さ O. l mで、あった。 これ ら SR603~605によ って固まれる水田 l

筆の面積は36.4ぱ以上となる。

SE606 調査区の中央部で検出した井戸である。上部はNR401によって削剥されていたため、検出

層準は第7層上面である。直径は1.2m、検出面からの深さは4.4m以上ある(図13)0TP+2.8m以下で、

は木製井戸枠の痕跡がみられたが、壁面崩落の可能性があったため詳細な観察は断念した。埋戻し土

には第6層由来の偽礁を多く含む一方で、、第5層に由来する堆積物は含まれていない。このため、当

遺構が第6層に属すると考えた。遺物は須恵器片が出土したが、時期は判別できない。

NR401 調査区の東半で検出した南北方向の自然流路である。長さ7.5m、幅3.8mあり、検出面か

らの深さは1.2mで、あった。下部は水成の砂質シルト、上部はシル トの偽礁を含むシルト質砂で埋まっ
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遺構と遺物第2節

ていた。上部の砂層はオーバーフローし、若干側方細粒化しつつ当遺構の周辺を覆っていた。当遺構

このうちからは、土師器 ・須恵器 ・埴輪 ・黒色土器 ・瓦器 ・瓦質土器 ・瓦・ サヌカイト片が出土し、

土師器 5 ~ 8 ・ 11 ・ 12、須恵器10、瓦器 9 、 瓦質土器1 3、瓦14 ・ 15を図示した(図1 4) 0 7 ~ 10は遺構

口5は口径9.2cmで、の下部から、それ以外は上部から出土した資料で、ある。土師器皿5・6のうち、

6は口径11.5cmで、口縁端部を屈曲させるいわゆる「て」の字口縁の皿である。縁端部内面を窪ませる。

7・8は椀で、貼付けの高台の断面は三

寸

O
U
庄
の

8
Nザ
凶

7
x

角形状を呈する。高台部11は円形の穿孔

口縁端部に面を有を有する。12は斐で、

する形態である。須恵器の杯B10は12.8

cmと比較的高台径が大きく、かつ高台は

底部のやや内側に貼り付けられている。

瓦器椀9は深い形態で、外面のへラミガ

Cコ
N 
目

<') 
寸

〉

キはやや退化しているが、内面のへラミ
円

D
UE
ω

ガキは密である。瓦質土器の播鉢13は片

口を有し、外面調整はへラケズリである。

内面はハケで調整したのち、播目を施し

ている O 平瓦14は凹面に布目、凸面に縄

目タタキが観察できる。丸瓦15の凹面に

も布目が残る。

これらのうち遺構の時期を推測できる

E 
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まず下部から出土した資料

9が12世紀前半では7が11世紀前半頃、

資料として、

s 
~ 頃に位置付けられよう。上部出土資料で

したは、13が16世紀までのものである O

口
町
↑

旧

がって、当遺構はおおむね下半が12世紀

前半まで、上半が16世紀までの時期に堆

積したと考えられる。

調査区の中央部、NRS0402~404 

401の西側で、検出した講である(図13)0 

JJ-
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S0402・404はNR401からオーノTーフ

ローした砂層内から掘り込まれており、
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S0403はS0402に破壊される。

t3 -----ーー1::z!12 
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よ

このうちS0402は南北方向に延び、長

検出面

さは7.2m以上あり、南部はNR301によっ

IIJ~ は0.2m、て破壊されていた。
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下部(7~ 1 0) 、上部 ( 5・ 6. 1l ~ 1 5) 

からの深さはO.15mで、ある。liiJT面形状はややオーバーハングしており 、埋土は下部に水漬きの粘土質

シルトがあ り、細~中礁で、埋っていた。当選一構からは弥生土器・土師器 ・須恵器 ・瓦器が出土し、こ

のうち外面に格子タタキを施す初期須恵器3を図示した(図13)0SD403はSD402と斜交して北西

南東方向に延びる。長さ1.8m、幅O.2mで、検出面からの深さはO.lmで、あった。遺物は出土していない。

SD404は南北方向に延び、南部はNR301によって破壊される。長さ4.8m以上、 l幅O.2mで、検出面か

らの深さはO.2mで、ある。埋土は下位が粗粒砂~細礁、中位がシル ト質中際、上位がSD402と同質の

細~中礁であった。当遺構からは弥生土器の底部2および土師器杯4が出土している(図13)。

SD402と404が平行するようにもみえること、また垂直に近い、あるいはオーバーハングする断面

形態から当遺構が轍などの痕跡である可能性を考えたが、積極的な証拠は得られなかった。

3)徳川期~明治時代の遺構と遺物

第3層の上面でNR301を、第2層の上面でSX201を検出した(図15・図版5)。

NR301 調査区の中央部を南北に延びる自然流路である。長さ10.0m以上、幅15.0m、検出面から

の深さは1.3mあり、下位の遺構を大きく削剥していた。埋土は最下位に上方細粒化する中粒砂~細陳

があり(図16-13層)、その上位にわずかに粗粒砂の偽礁を含む中粒砂質シル トが堆積する(同11層)。

13/1 1層聞には 、 東部で砂質シルト(同12層)が挟在した。 これら 13~1l層は比較的分級がよく、 機能

時の自然、堆積層であると考える 。 その後、 第 3 層の偽礁を含む 4~6 層によ って 、 当遺構は埋め立て

られていた。当遺構は溝としてはかなり大規模であり、自然流路の可能性が高いと考える。

当遺構からは、土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・中国産青磁・ミニチュ

ア土製品・瓦簿類が出土した。このうち瓦器16、中国産青磁17、瓦質土器19、土師器20、丹波焼21、

瓦埠22・23、ミニチュア土製品25を図示した(図17)。瓦器椀16は表面の磨滅が激しく調整は不明であ

E
J
 

句

1
ム



ロ
-
N;

ロ
D
N
;
寸
旧
-
ー

lx

図
回
同一川
寒
川
哨
(
b
恒
斗
腿
N
M
布

陣
斗
腰
σ勺

主ま

百
図

罰

Cコ

ーー 屯旬 、

↑
0
円

E
Z

。
円
ん
叫

。
寸
N-

-16-

5-ーーー



W 

TP+6.0m 

E 

。 5m 

80 

[SX2011 
l 褐色(lOYR4/6)砂磯(砂質シルトの偽礁を含む 7 B音灰黄色(25Y5/2)砂質シルト
2 オリープ里色(5Y3/l)砂質シルト (3よりシルト分多し、) 8 明褐色(7.5YR5/6)砂質シルト
3 灰色(5Y4!l)砂質シルト 9 明黄褐色(25Y6/6)砂質シルト
[ NR301 1 10 日音灰黄色(25Y512)シル卜 質砂
4 黄灰色(2.5Y6/l)細磯質シルト (第3庖，の偽磯を含む 11 黒褐色(2.5Y3/1)中粒砂質シル ト(粗粒砂の偽礁を含み、下部ほど剤1/*1)
5 : 11音灰黄色(25Y5/2)制球質シルト (第3層の偽礁を含む 12 明褐色(7.5YR5/6)砂質シルト
6 明黄褐色(25Y6/6)砂質シルト (第3層の偽際を含む 13 青灰色(5BG5!l)"1'*;1:砂~細際(上方制粒化、上半にはシルト の偽礁を含む)
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第E章調査の結果

るが、形態からみて13世紀に属する資料である。17は龍泉窯系の蓮弁文碗である O 羽釜19.20のうち

瓦質土器の19は口縁部が緩く内傾する形態である。播鉢21は櫛状工具で播日を施しており、口縁部は

拡張せず断面が三角形を呈する。17世紀前半の資料である。平瓦22は凸面に斜格子タタキを施す。23

は残存する各面が平坦であり、埠であろう。型合わせの25は犬を象ったものであり、 18世紀以降の資

料である。これら NR301の出土資料には16をはじめとする中世前期のほか、古墳時代に遡る資料も含

まれるが、第3層の時期が徳川期に降ることから、少なくとも17世紀以降に機能した遺構である O そ

の下限は明らかにしがたいが、 25などが出土していることから18世紀以降であるといえる。

SX201 NR301上に掘削された遺構で、長さ10.0m以上、幅は4.6mで、ある。検出面からの深さは

1.5mで、最深部は段正構成層である第7層にまで達していた。埋土は下部に滞水を示す砂質シルトが

堆積し、上部は砂質シルトの偽離を含む砂礁によって埋め立てられていた(図16)。なお、埋立てに際

しては東側から土を投入していた。埋土の状況および図5に示した明治時代の周辺状況を参考にすれ

ば、当遺構はj雇概用のj留池ないし水路で、あろう。

当遺構からは、須恵器・瓦器・備前焼・肥前陶器・関西系陶器・肥前磁器・瀬戸美濃焼磁器・ミニチュ

ア土製品 ・瓦が出土し、このうち肥前磁器18、ミニチュア土製品24を図示した。染付の広東碗18は18

世紀末以降の資料、磁胎の24は明治時代に降る資料である O

4 )各地層出土遺物

第6b層および第4層出土資料を図示した(図18)。

第6b層出土資料のうち、 26は土師器の杯Cであり、外面にはわずかにヘラミガキの痕跡が確認でき
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図18 各層出土遺物実illlj図

第6b層 (26~3 1)、第 4 層 (32 ・ 33 )
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第2節遺構と遺物

る 。 27は須恵器の杯B、 28は初期須君、器で、外面には格子タタキの上から沈線を施す。 29~31 は円筒

埴輪であり 、胎土はいずれもやや粗く、直径1~ 2 mmの砂粒が混じる。このうち29は、突帯の断面形

が低い三角形を呈し、外面はタテハケ調整で、ある。色調は灰白色を呈する。30の突帯は断面形が低い

台形を呈する。円形と思われるスカシ孔が穿たれ、調整は内面 ・外面ともにタテハケであるO 色調は

浅黄樟色を呈する。 31の突帯断面は低いM字形を呈し、横長の楕円形と思われるスカシ孔が穿たれて

いる o 29~31 はいずれも V期に属すると考えられる O こうした埴輸をはじめとして、第6b層からは古

墳時代の遺物も出土しているが、 27が含まれるため、地層の時期は少なくとも奈良時代まで降る。

第4層出土資料では、瓦器椀32および平瓦33を図示した。32は浅い形態で、ヘラミガキがほとんど

施されず、高台形態も退化している o 13世紀後半頃の資料で、地層の時期の一端を示している。33は

凹面 ・凸面とも布面痕を有し、凸面にはわずかに縄日夕タキの痕跡を確認できる。

19 





第N章調査成果のまとめ

以下、今回のおもな調査成果を時代の古いものから順に述べる。

今回の調査地でも っとも古い遺物は縄文時代の石鯨である。ただ、人間活動の痕跡が遺構として確

認できるのは、早くとも古墳時代中期以降である。調査地東方の矢田 2丁目所在遺跡、西方の矢田部

遺跡で確認されているような弥生~古墳時代の顕著な遺構は確認することができず、この時期の集落

が小規模なものであったことを示している。

その後は、中世から明治時代に至るまで、 基本的には耕作地として利用された。こうした耕作地と

しての利用にも係わって、特筆される遺構として各時代の自然流路や溝、ないし溜池の存在がある。

とりわけ徳川期のNR301、明治時代のSX201は新大和川の開削によって南方からの水の供給が遮断

された後に機能した遺構であり、調査地周辺の耕作地を潤した水源であったと推測される。

当地一帯は、調査地北方を中心として古墳群の存在が確実視され、また長居公園通は磯歯津路に比

定されているなど、歴史的に重要な地域である。上町台地の東斜面に立地する当地一帯が、河川の変

遷を含めてどのように地形的な変化をたどり 、それに対して人間の活動がどのように係わったのか、

今後の調査によってより一層の情報を得ることが重要である。
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Notes 
The following symbols are used to represent 

archaeological features. and others. in this text. 

NR: N atural river 

SD: Ditch 

SE: Well 

SK: Pit 

SR: Paddy field baulk 

SX: Other features 
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